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スぶ亦抗日?自の薬剤防総に関する研A究~~.JI 

陳 (3) 

Tosh.lo KAWASAKI , Hatol王o NIsm日刊 A and Yoshiyuki Znn{o: Chemical 

Control of the Needle Blight of Sugi (Cryjうfomeria jaþ川zlca D命f}ON)

caused by C計'COSjうora sequuiae Eu. 巴t Ev. 立

喜毒 殺 :j事 1 卒&1とおいで 1 -4式ボル l' -町渋々 n(jl0~12 IïíJll土井Jiζ代わる溶剤として?ンネノヲキiが h孔)j

で;r.り、散布努を節減ずる l:::.めには， 7 ンネブダイセン M350 {t( 詰互に:江主治Ii N-2泊。 (PVA 製Dt)

を(I.1.~O.2%添Jm.9るととにより il ぽりをと迭するととそ報公し 1，~ (} 

ヰ報告はc. O);f士号::ζ認づき問事!i\'M凶行与を調べる f.:l(r"j'---C')、工降)j\法 iとよりスライドグラスおよ

び右主将1え~Z;ヰスょド i~j';+，:者問いて .~&I ?J:ir政そ行った結果3 ヌライドグラヌ止とスギ節、芸J.8 とにおけゐ

薬剤の流l~~: inうたの民j:こ杓渓のある乙とが知られた。

ーブ'J> 務長。 g~以ììl日n司の氷山ωi:~i添う5先日で U!l1場設，~:を:-:d~12，b 3 &r.:;}&.~註し，試験jlJj j)jj'i' (1)女、象条件 E

1\りEi:、効果および付者f~7 ンネァ%: (の関係そ検討した~，b'f" Jや 300) 0 ， 1.---0.25括主主主lば号待総会~せ

るのに寺 1コめ亡効県，)>Jである Y とギr切らかにした。

1 緒

fff11 報3) において， 1';1¥ (nrnWi されている各磁の校!'fí剤および開発途ょにある化合物そ!日い<1イ式レ

ドー ìl:えに代わり得ゐスギ近、信内l初出'楽部のスクリ p ニング会) った給月LP 栄訟の 1"'f支ÎJ7な豆、計li 7J2 s;~ い [Jj し

fこ c さらにとれらの淀ね!の誌{パおよび人';;$に対するも~ 11.ぞ/考 fki した給~r;~ ， R~~)誌で û: く

るマンネブfí1jがよ函浅さあることそ1i告した。

~5 らに ~~tì)] -:~~:' u 的止したii切ノ11m]数ffü' 減 lとっしもで災験そfJぃ FJ J [口 1 ， 年日] ') ..6[1 1\絞おに河川 !4 1--, i::. 滋イ干に

公:JrJさ ilてい

iおマソネブ剤も効*が低下した。そ ζ で， I孜前後の議効会長期にわたり千~j ええさせ，オミ lL. r' -..." N:tノげ if'i110""

12回数 (Ii と同等の効果を得るため，議祭lご{、!移している薬剤の、係による;んし~d3 火ぞ防 JL ヲる間約で散布

楽?仰と問〆tfffU会添加する試数;長行ったと ζ ろp 水 iと毅溶性0) PVA (ボリピ二一jレ lJレコール)がこの目

的 lこヂうものであるととがもつらかになっ允。

本線ではとの万i去の実HJ íl~与をは的とし，オ;nJtOJ滋発Xï:rfHをも(ているヨ、~お Jこびぬti~ Ii;t林業試~i会場iζ試

験を依頼し2 3 年間にわたり笛焔試験〈「〈え憶し， r~ij除効王子え、nt{i)認するとともに~ -(千三，ti務11mのスド茶葉 uと

付設するマンホブの残:fj'訟を絞尚[ij!と í1::j}~i し?業支k筏?をE 薬f設との関係長Iおべ，さらに袋内においては人

工降7J<IJ~i' }↓jいて7込斎uの ì~tT::: t忠夫経込;'2\主義trJfCif1)ﾊjj; Lた。とれらの総長の紙裂を然目減としてとりま止

めマ民41サ町る。

本試験生一行うにあたり終始ご劫百去、 fこまわった iBíJ隊員長 lfGl三伊藤~Lf:t;'(# .... -L~ 樹内科J(: -1f~ ぉ ;Wt~f:博士f 秘的

研究家災小林家炎IW 一t， [1;]滋試験 fC 協力いただいた浅) 11実験林綾本光次郎技 6I，広訟に技'ふ埼玉県林

ぬれメF 1 JJ 1212 ~;:r:}\rr (米議-7 For, 針。t，-7
11) [2) (::;) 保 2護士官
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業試験場検]11去を代司氏，島根!車、林業試験場周藤靖雄氏，ならびに供試薬剤jを提供された三共農薬株式会社，

日本合成化学総式会社，山滋ノf;vブ。株式会社に対し尽く訟uまを表する c

立室内試験

問者舟j添加による W回thering 訪I.t.効piとについての試験方法としては対象縞物を使用する方法が最も

よいとされるが，あらかじめ名穏の悶着剤の白色jJ;を調べるため， SOMER, E. et al. 7) , REDDY , C. S. et alY , 

MC iNTOSH , A. H. et 01.4) , EVANS , E. et alY らの報告に述べられているように， .ît長内および野外での経今

の試験j去が三宮、えられている。

わが!l\lにおいては現在試験法の規格が確立されていないので，筆者らは次にのベる 2 つの方法によって

問者斉1)の効果について祭内試験をU ったむ

試験法

1. スライドグラスによる万法

2省 5x7. 5 cm のスラ寸ドグラスーヒ(c[ffi]箱、制を添加した 350 倍マンネブダイセンMi皮を 1 cc ìrí:i f し，主主

温で乾燥した後， Fig. 1 ~と示すように 450 の傾斜角度で ， 1 濃度 4~" 5 枚としとれらを金網カゴ 1:-:.1こ並

べ〉一定のおさから散水 11 の経 0.3mm のじよろを透して水道水を降下させた。 金網カごfのートiこは雨量

計を設践し，降水量を測定した。

w邑旦thering !l11玉虫スライドグラストーの残存マンネブは熱水でビーカーに洗い怒し一定食とし， とのìjLt予

液会mい GEORGE， F. Keppe12l の j乞色f去によりマンネブを定量した。

2. 鉢植え煎オ去によるブlir去

が1木はおÏûî 9~~10 cm, 1 鉢当たり 5 :4えの鉢植えスギ実

生苗木を用い?と。あらかじめ悶者剤を添加レた 350 傍マ

ンネブダイセンM液を茎1震に十分数イ11 い ~iililで乾燥し

た後1.と 181 1'手金綜jカゴ上 lこ並べ weath日rmg 処理し，

処盟後根ぎわより治*を切り p 宝章;孟をí!J_u 1), tfIl断し，ホ

モヅナイザ。 f乙入れ，~震の温水を加え処理し，かゆ状

とした後水を力[Jえてこの液を一定蚤とし予その一部をm

い1. と向様の)iä;-e: マンネブを定;おし， Î煎*主主体:設 1

g~当たりの付着色iを~I-算した。なお降水量は1.， 2‘と
E
U
O伊

Fig. 1 人工降水設 t&

Arti五cîal rainfall apparatus 

もに 150 mm, 300 mm , 600111m Iとなるように給氷を

調整した。

3. 供試問着剤j

PVA 製品の[いにはその重合Iír，鹸化度のちがいによ

り水~ 1Kii7K\'乙対する溶解性がことなっている。製品の表

示法として， 鹸化度は N (完全鹸化~ì':!)， G (部分自主化

怒〉で示され， 丹、合!支については狂(1， 500 以1::)， M 

(1, OOO-~ l， 500) , L (1 ， 000以下〕でぶされている。

本試験!こ佼尽したものは代表的な GH-17， C-500, N叫
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300の 3 積郊とした。

試験結巣

weathering :'J íJO:コイすよ:設を 100 とし~ !LLkJ盟後の付着訟は;磁波}犯の混とのマンネ

i七ヰrさ刀\した。

1XtÆi~ 25へ 2G OC

7]<�it : 24 、 -25"C

スライドグラス lとよる -H;'}2

自

3
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Fig. 2 スライドグラスょにおける?ンネブのタ《稿係4

Residue 96 of maneb on 1.he glass slides 

気?l]. : 25rv260C 

7]<ィEÎl : 24~.25 oc 
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2. 

Fig. 3 災~tlJíノドーとにおける?ンネプの残{{i ~Wl 

Residue 96 of maneb on the “ Sugì" seedlings 

I'r'í ;j;:::芸架上とも政{W1J 宅T ヂるマンネブの宣は，スライドグラス，Fig. 2, Fig. 3 で IlJj らカ λなように，

その後降/:t;えがらずj浄水語、 150 mm 前後までに流亡する設が多く，

織力日しでもお'lIL:量はわずかであったっスライドグラス上と木茶葉上{と手つレごいるマンネブPのjt にはいj

じ傾向を示したが君自37ド3さ3実上のものの}fがÌ)rf亡しにくい結果が;UMめられdた。

野外鉢植え苗木試験現

ドー100 (C乱11C)1 鉢万たり 5 木揃えスギ:たij:. 鈴木そJ1J t 、た。あらかじめトク 1) J .'., 指南 10..~12 cm, 

0.1% , N.300 (PVA) 0.1お添 JJ[I した 350 倍マンネブダイセンM波7:;:.哀楽に↑分散布したちのを 7 鉢t手掛;

，'ú;j;::lki本い場内翻場i亡設緩い終日守的?と 1 鉢ずつサンプリングした。分析試料(i 1I -2 同様に処烈し，

降7J<.主誌は19 当たりのマンネフマ去を計算した。試験jþjf Jj] r[l (10凡 5 H へ 'll)] 4 日〉の十一l'cJ気滋 10. 60 C, 

85mm であった。
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Fíg.4 に示されているように， F.--lOO, トクリ
，(口

10 
勺。

ノー添加のものは尖ÌrC15 日頃までの薬剤の消失カ

ーブはさiで，その後のm失iUま比較的~Pないが，

N-300 添加のものの消火力{ブはゆるやかであ

った。関でわかるように問者能力{j:7.k 紫溶性の

PVA 製品である N-300 がすぐれていることが

明らかであった。
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Fig.4 マンネプの消失残留

M乱neb r記sidues

以上の窓内および堅:F外試験の結果，ガくに主付h る

溶解枚。〉最も f主主い N 恕の PVA がJ誌も付者薬剤

の流亡防止に有効であり ， Jkif~伎の CMC および

E芸者五:IJ トクリノ LtÎ致命 ITII 霊交官官i誌のための添加1\1J としては効采が劣ると考えられる。

IV 鏑場試験

試験方法

試験地与を林業試殺場浅川実験林的知，埼玉県林業試験場前対日および~襟県休業試験場笛焔の 3 か所とし

i::: 、ー。

試験問燃はあらかじめ基肥， ネキ 1) ムシ Jljj徐ifUを旅し 1 区， lX2m とし 4 月上~tþf，JiC 2 年生ス

ギ霞[木を 1 区50* (林試，治玉県村(~ベλ72ヱド〈島根県林試) J~~袴えした。各区の"j三遊間隠は約 1m と

い ことに/判おの権}湾出f木〈殺害程度)を約 30cm 節目誌に構え感染源とした。 薬剤の散布は J4占オこの活者

状祭を5T~て 5 月 10~"20 H 認からf:}H !J:fl しFfこ。試験は 1 薬剤~ 1 t~皮 3 '~'4 反復とし，分析試料採取のため名

処JllU2互に， )5 1] 1と1[号本設行たっ禁法、はマンホブグイセン M， 350"-400捻液iζN..300， C500, GH 白げを

それぞれ0.1 ， 0.2, 。‘ 5% ， F-100 (CMC 製品) 0.25ぢ添加し，対日誌としては A般に使jìJされている渓務

糸j トクリノーまたはグラミンそ 0.2 ccグ添加した。裟液の散布還は 300 cc!m2 {そ基準とし， 散布[国主主は

年間 5 ", 61じ 1 (月 Fのとした。 E方徐効果は聖子政・ 1東野のスギ赤約病被害廃:襟示法的〈埼玉， !1Jj根林~i\で l主

権JrAJ指数 O. 5, 1, 2, 3, 4, 5, 6 で *11告示する方法によった) 1ともとづき 10月~.f埇._ n n -r f偰 vζ発的;最終調

交を行い数寄指数を求めた，.，

マンネフ、のJi，議:l去は，あらか Cめ設けた定笈f丹試料採取区から 11ヰ fド蕊 lと 3 卒;のスギ防;干，を取り é主体重

量(般は除く〉とW:f商を測定いとのザンプリング時期は 1 か月 3 [百とした。すなわち，茶波紋布直後，約

15H経過後，次の散布lill1 íì の 1 か月経滋)としたc 試料は前述 11 2. の方法により処理し3 マンネブを

定愛し， 供試材料1. g (11工体ポ〕 、 5 たりの手j 首蚤売を3}えとどうた。

付着残存還の表わしJnJ ，

直後のE量とのJ主主E求め%で表わした。

試験結果

100 とし，経時的 lζ採取したものの付着設はp 数布

1972!;fの試級品l;采をみると， Table 1 fζボ i ノ 7三通りである。

i土赤枯iおの被1~手穏j反;±f官{処斑区の被害指数4.81 と激容を"1]\ したのに対し，ボノレ

ド一波， 111日|散布況は被容指数0.50で9 マンネブダイセンM， x400i~吋i'~ζPVA， O‘1， 0.596il添JJ[l 6 図散

布区ではそれぞれ0.25矛 0.22を示し， がんドー液を二LI:n:ì る紡除効果を示したコ
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Table 1. ßii斉Ui.rx:布とスド 11Jdミîi1îJt'>jの被(，i討ふ 1972)
Eff記c:t of the fl1ngicides on thc damage of the needle 

b1�ght. of “ Sl1gi" seedlings くShimanc ， 1官72)

薬 斉11 名 [じonce附ペ !iP?口τ、 1 ]J U.-,!J /_'え Iudtxi 比
Fungicide tion of c equEn仁y ntullber of I Ratio 

マンネブダイセン1\1 X400 
1) j ~-

6 2:)0 、1. 42 づ l 0、?守
M ANEB DI'T'HENE おf Rino 

、ベ 400
N.-300 

b ;;05 O~25 、(、Jι、J

O. " "'6 

/1 X400 
N-300 204 0.22 (). ().j 

o、に 9f.ィJ 

jν 
切 4 ..1 ~コo

り/一
J 1 204 0. ,)0 0.10 

mixtur巴 Rino 

;I;!~ 5込 翌日 A今N日U/ 4, 81 
Chcck 

最
属
地
肌
阿

島後作、 p干-t E主!3 .km 
5hirれiJnE' nursery 

(F竑. 5) およ :ßマンネ

l 

qおじ
Cα に

Fig. () マンネア'0コ iVj)~残務

品Ji1 neb res.ídu巴日

1"ig 、 :"5 1~_{j'焔の会(~立;~âl (1号72)

Temperature and precipitat�l1 

at the nurscries (1972). 

(Fi広、T)かりみると> Wf /]<Í止の;弘も fづかった

529 ， 5111TI1 1 、!〆均気 24'じであった 7 IJ18 I1 0)式14分1什\::f)~l. 立〉 、ヘクリノー， N う00， 0.1 9(;およびO.5?o

添Jm [廷のマンネブの残白 !lまはそれぞれ 0.76， 4.19, 8，:\1であ た。と 1LK'対し l作'](主i 9.5mm，山A九J 3<(i'/út

27.5 0C と降に f誌の iはも少なか，った 8 jJ 1 H のこえ料の分析結:\j:U ， それぞれ 34. ~)l， 88.31 , 58.56% とい

うが.iX~~l:)_ï\し 3 民7](絞り多少に <.r. る γ ンネブのがEC 年:(トこ):::..さv だがは -:J

Tabl日 2 fこ，j~ されているように， 校Jii fi'x :t日の丸!{処 i'I'.iZ、の被 /H:吋交は 2.70 と総"幸:1hlL壁:'r(:: 発Y'lが少な u

凶器約と股 '!;f J'FJ添加のちがいによる rVî%'; 主b )l~fζ及 vrす Jlf;乳ノはん議:(ζ 犯われなか J 大。しかし抜AHlii数与を

見ると，淡え7j甲i添加じまの0， 95i三対 i ノ， N 300, 0.2% 添加ばでは 0.67 とわずかではめるがすぐれていた。

水溶性の CMC 安芸品である F… 100 i~:\ JJII [メ lí 0 ， 94 と綬翁溺添加区正;三 J んどHJ じ結j長会*1.J1:ご。
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薬剤名
Fungìcid邑

Tab!e 2. 薬剤散布とスギm赤枯病の被害〈浅}II， 1972) 
Effect of th邑 fungíddes on the darnage of the needle 
blight of “ Sugi" seedlings (Asakawa, 1972) 

添加間務剤 i 散布[回数
Sticker I Frequene:y 
added lof spraying 

AマNンEネ13ブ0グrイセン卸I X350 トクリノー
MANE13 DlTHENE 孔4 yfoK11riT10! 6 193 O. ヲ5 1 0.35 

FI X3S0 
N-300 

つe ムつ%1

Fノ

0.2% I 
ポ Jレ ドー i 4-4-1 , 000 トクリ! _. ! 

Bord巴aux mixture Tokurino 

ある。

Fig. 7 "7ンネブの消火残留

Maneb residues 

6 188 0.67 1 0.24 

も 194 0.94 I 0.36 

10 198 0.36 1 0.13 

?ンネブ残存付宅?ー量:からみると~ Fig. 5, 

Fig. 6 でわかるように，降水量 360mm，

'f.:!SJ気温 20. rc と降水設の最も多い10月 3

11 の試料分析結果lふ トクリノー F-I00，

N-300, 0.296 添加阪のマンネブ訟はそれぞ

れ 7句 10， 3.92, 12.39 で残留最にはこのよう

な法が認められた。

1973年， 1974年の 3 試験地のう気象観測資料

から共通していえることは， 1973年は197M下

にくらべ降水量がはなはだ少なかったととで

林試浅)11 fflj則iでは1973年は降水援が例年 lとくらべj.f"，ljtlこ少なかったためか，本病の発生が少なく， l'、able

3 !ζ示すように) j王処J.ili.区の波答指数L 52にとどまった。 トクリノー， N-300, C500, GH-17 添加['{の

被答指数はそれぞれ0.16，。‘ 15， O. 16, O. 19を示し， Æ主義剤， PVA 添加による etî徐効果iこ及!ます影響は

明らかでなかった。

しかし， Fig. 10 で示されているように，薬剤散:命後約 i か月経過した[皆本;の?ンネブ残海主主は，試験

全JiJjt習を通じ， N-300, C-500 添加i玄はよ七絞約多く 9'~1796 ， 5-..18% であるのに対し， GH-17 添加f廷で

は 2~-.7 ;;ぢ， トクリノー添加区では 2~ 〆 5%と{~い備を示した。

1974年は降水量多く， Table 4 .で 7Fすように，無処J宝!Xø彼等指数 4闘 20 と激容を不し，ボルト~ー液 10

IT:íl 散布 iヌでも被告・指数1. 15の被害を受けたが， これにメJ し N-300 添I.JU !Xでは被害指数1. 09とすぐれた防

除効*を示した。

PVA の稜郊による効力支は Fig. 11 iこ示された分析儲からみた場合，薬剤散布後約 1 かjヨ絞逃した

ものについて検討すると，試数J全期間を巡じマンネブ残存議は， トクり/一区で 2 ~'8%七あるのに対

し， N-300 tむさは 4~22%， C-500 !Xは 3~1596， GH 17 r;まは 2~896であった。

降水;量 514mm と設も多かったヲJj 6 Elの的ホ;について牟みると，マンネブ残存議は N300 添加阪で



ス

湿
潤
卯
ω軍

司
山
門
弘
司

J
\

湖
町
阪7

揖
増
設
円
陣

->>-"""_.一

一'

]7; )I[ � 世田
As品kawa nursery 

1苛:上、県本本@i\自 tm

Saitam品川rsery

畑
we

 

一
一
問
問

i
、
u

AZEn 

中
小

争
作
曲
、

み
ハ
n

N
V

司d

根
川

、
J
h
川

5
3
 Fig. 8 泊先Hの気象条付 (1973)

Temperatur巴旦nd precipit日 tion

旦t th邑Ilurseries (19'�3) 
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nurs世ry

Fig.9 (1974) 

Tcmperatur巴 and prcdpitation 
at the nuτseries (1974) 

1、able 3. 議剤散布とスギI士:îik枯阪の U~~i)f (浅 111 ， 1973) 
Effect ()f the fungicldcs 011 thc damage of th巴 lleedle

bl竑ht ()f “ Sugi" seedlings (Asakaw旦， 197:5) 

楽街1 1; I Concentra- t'J'~J~~:~I，.:~'I~ ø;~~~~~II~~.!，;~~ il7'11，:~~~/I~;jA ;i';"Ä. i Index lt 
Fu時idde" I tion of ;:,u,cfe,r I ~requcncy i l~~;. 01 i numbcr of i R畴io 

マンネブ句タゃイセン五在 トク 1) /白
MﾀNEB/r5I'fHB:ﾑﾎtM X350 T~kむlno 5 248 0.16 0.10 

マンネプダイ-1:，ンM ，，"~~ I N3α7 
MﾀNEB/r5ﾍi..!HEﾑE'M x350 1"' "V CJ . 1あ 5 243 0.15 0.09 

-7 ンホツ+タ。イセンM ，， 0伊 C-CiOO 
MAﾑﾉB' ﾓn'HENK M i X jめ切 0.19円b 5 24ヲ 0.16 0.10 

7 ンネブダイセンM ， ."C~ I GH-l? 
MANl三日 DrI.'HENE 長f X350 0.i% | U 250 0E l ヲ O. 12 

ボ Jレ F .ー マ トクザノー} ハ
Bord巴且ux mixture 4~4 1, 000 ;r~k~rino 10 247 O. 1:3 0.08 

?滋 C11!の白ck 111 250 1 . 52 
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Fig. 10 "7ンネブの消失残弱

為1aneb r日si.dues

Table 4. 薬剤散布とスギ的泊三枯JP"!の被援〈浅}ij ， 1974) 
Eff邑ct of th日 fungicides on the damage of th巴 n日記dle

b1�ght of ‘ 'Sugi" seedl匤gs (Asaka wa, 1974) 

ヨ定 浮! 名 jC叩cmtramllMstiJicI1k14Emr li い IJ 間以 守 I附X ; 比
Fung�ide tion of 121ErctZ1間!?YFtf mmber of Ratio 

マンネブダ、イセンM
MANEB DITHENE M 

" 

I! 

ノγ

ポ Jレ ドー
Bordeaux mixture 

然 Ch処巴ck 理

XJ50 I ソソ--:: I 
すokurino

、戸J 

X:350 N-300 
、位J 

。‘ 1%

X350 C-500 i 
o. 1% 

、コ

X350 GE1171 
0.196 

b 

4-4…1, 000 トクザ/ー l
Tokur�l1o 

10 

Fig. 11 ?ンネプの J下j~残額

Maneb residues 

186 1.74 0.41 

189 L 09 0.25 

184 1. 15 ~ O. 27 

134 L 38 O~32 

180 1. 15 I 0島 27

173 4.20 
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Table 5. 薬剤敢行、」ス A~'ti1!)j~キ灼内の波::gø: (均二|勺 1973)

.FI'I'εct of the fungiddes 0れ th巳 danlage o:f th己 neεdle

blight ()f “ Sugi" s�c1I絜gs (3品lt乱ma， 1973) 

行
民
、

k
h
F
h
 

心 1. 0.34 

J〆 ヌ:， t~OO
.N-3()() 

(入 1%

グァミン
Gramin 

。 150 1, 14 0.25 

ノレ ド 炉内

Bord巴乱Il X rnix.t1.lre 4 --4" } ) 000 10 1. 39 0.31 

1i担 保王 子11
Check 

]50 4, 48 

Table 6. ェ芥 ;'Wz:.:([i とス工γ部品川i!îJí*lのをlt怒(l，;U:， 1974) 
E{fect (lf 1.ho fungicides on tl司巴 daulag位 。 f I:hε needle 
blight. ot “ Sugì" seedlings (Saii正nna， 19'7~ぇ

J〆 X400 

lt 
Ratio 

2.29 0.39 

1. 18 U.20 

150 l ヲ 。恒:一i7 

1 ら0 2. 。， Sヲ

150 .5. 77 

，γ X400 

ボ
Bordea u:x: mlxture 

jPJ 処 Jm
ChE、ck

は 10.245ふ じ 500 は 7.34% ， GI日f 一 iη7 iは正 2‘ 8邸3♂子必♂内含 ト夕リ/一は iω9例496 と N-3扮00 添力お加;口1 L区互が一….j\i諮1 多く< ]技残必去; 

1存手付付穏汗し、で4てごい 7たこ乙とと店が引羽i らか

Fig芯主ι.8歩 Fiι 習に 5T: したように， 1973ff., 19741，1'-2::も海 71<.訟の i;;:l;に

かかわらず試滋泌の支比)1/条件によるためか激容を示した。

ザなわち 197:i年およびぬ74 '1: Cf) 1;;~M1Jlli 1/ の被安指数;ますabl岳民 Table G に，;ìミ L穴ようにそれぞれ

ふ 48，ふ n であゥたのに対し，ト 300 添加夜以1. 14亨1. 18 で，ともにボルドー液 10 [:iJ数社j lXの1. 39, 

2.30よりすぐれノた l)fj [5[j，効栄公示 Lt.ご。

Fig. 13 でわかるように， 3G7mm と殺も降水援の多かった 1974';:ト 9 汚 12 !I GfH.7 

添加!文は ι8296，新グテミ Y添jJn [副主3.15%であるのに対 1... ， N-300 添加 Ix:1立 7.7696 と約 2 倍鐙が残ti

!ノ uどし、ずこの

と:Ii'il様九九の降水迭のまL少にかかわら

きく~ 1973 :~:'I二および 1974 Table 7, 'rable 8 (t;:.jヤFようにそれぞれ 3 ， 83，

4.59 ごまう r tTニ。しかし N300 添加氏以0.06， O.l ，nでボルドー波11[<1]散布ばの0.21 より言ぐれた防除効)j毛

そ示 L. た υ
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Fig. 12 '<ンネブの消失残留

Maneb residu部

Fig. 13 '<ンネブQ)消失残髄

h在aneb r記sidues

T立ble 7. 薬剤数イガとスギ芭赤枯病の被答〈島根舎 1973)
Effect of the fungicides on the damage of th日 n己氾dle
blight of “ Sugi" seedlings (Shîmane, 1973) 

:主E Fun斉gjicid巴 ノi; ( C白once引叩削nぱ1託t吋r
ti0110f33J EEFQ??YF1?-number of Ratio 

A7NンEネBブ夕、イセンM 1 | X400 6 194 0, 42 I 0.10 MANEB DlTHENE M 'I、okurino

" X400 NJCOl  も 190 0.0も I 0.01 
0.1% 

!I X400 C5C31  6 198 0, 09 I 0.02 
0.1 タd

N X400 GEt-17i 6 174 0.08 0.02 
。‘ 1%

ボ Jレ v -
4-4ω1 ， 000 トクリノー i 11 204 0.21 I 0.05 Bordeaux mixture Tokurino 

無 Ch処eck 理 lB4 3.83 
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Rat� 

TablEラ 8 派名Ij Ji'1 ，\i\\ 病問査結決

ResuJts of the ìnf巴ctεd seedl匤gs on the needle b.l�ght of “Sugi" 

薬剤名
Fungickle 

。， 03()‘ 14 164 己
N 30() 

O. J% 
C-:"OO 

().1)ぢ

GH1 
0.10心

X400 
Vず〉ノ汗、ブ"Y" イ‘センM

MANEB DrI、日芯NEM

勺
，ιμ
 

、

J

f

、

、

J0, 12 167 6 X400 

0, 06 。ハS168 b X400 Jf 

4.59 
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Fig, 14 -7 ンネブの消火残溺

Man.eb residues 

Fig , 15 "7ンネァ'0)消火残留

1\1呂neb residues 
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PVA 0)蕊郊のちがし、による効力廷は 1973 年は降水量が少なかったためか明織ではなかった。しかし

E、ig‘ 9 iと示されているよう く， N-300 と GH-17 とではけん箸な迭を示した。すな

わち平均気温 26. tioC, I持Jk蚤 285 m m  (:設も多かった 7 月 29 自の首水についてみると， Fig. 15 で示し

たように，マンネノー残存量は N300 添加阪は10.4ヲタb， C-500 添加í?((土2.50% ， GH…171添加況は3. 印%

で， N-300 はすぐれた罰着)Jを示していだっ

QU.3 年間にわたる地域における邸場試験の結'*からみて2 マン才、ソ清1のスヰ"t'f;t5l認に対する i坊徐効果

と i司手刊の主主主主初:資残謀長との間;とは羽らかな関係が認められ， 7 ンネブ弗j設立ィh後の流亡消失は水iζ難溶性

の[忍着剤 N-30むの添加によ勺でかなり防止されることが切らかとな.-，1:こ。したがって省力を目的としp

散布回数を節減するためn;il務部 N-300 の添加はきわめMて有力な方法であると考えられる。

考

林業主におおいて約二1 ，~é I¥!� jl(f;のため践主主を積極的に使用ずるようになったのは第二次位界大戦後のととで，

農業にくらべその膝史は浅いものであるが，近年各穫量主薬のめざましい発途，散布技iif'i のiMi震|匂ーと!とJ::り

縫itな林太沿っ去のfこめ í:U焔および造林地!とおける農薬の使用は関心の深いものとなっている。そして労働

力の不JEIとともなう得力を目的とした態楽の佼用もまた窓生きな問題となっている。

/1'聞の試験で取り上げたスギ赤松病防除薬剤の開発もそのタ1]の…つで，従来行われている 4-4 式ボルド

目的は透成J、れているのであるが，ボ)1./ V ----;.砂ë~ま薬液翻裂がはん主.lliであるた

Y) fr~ 1言力 0)[白から楽液がi窓会~tc作ら才L~ i散布 [~ll 数を節減しても従来のボルド"が友と|誌等の効果のある薬

剤の出一羽を求めるFifが現場から起こってきている。

最近農薬の~iLJねによる公害，特iζ人T全1) 野生烏滋i乙対するみー性の問滋か

しかも残務議続的の少ない薬斉uの開発と研究が進んでいる。

おいては券信二の低い含

林業においては生?と物が農業エ. /:.がい食Jli IC供されないので，使用するまE斉IJ も議伎のITiíでやや考え方、が

主主っており〉その経済J院から{とHl }ï~斉IJLn7~効性の長いものが求められている。しかし…方水源林としての

山林，森林lと益三怠ずる里子生，~bf殺の保護i郡山，11h虫籾のバランス(})総持'0:(}コ面からま益伎の低い践留性の少な

い薬斉uの IJtH去が翠ま ;h..，強;切においても， J制攻いおよび環境保全の弱から毒性の低いものが好ましい。

筆者らはこのような観点からスポ亦枯府防除薬剤をスクリ~- ::::ング Lフ王完治授業で --ff+: iと広く使用され

ている;<}1;'[/1:のほい薬剤から :'JcHJ イヒ出来るものやJ~ び出し"薬効与を長期にわたり保持させるととについて試

E決そ干:‘つ、てき?と。

マンネブ刻 ボノャド m 液lこ;七絞し同等以上の効采があるが， l�fJ'i' f"� i杓とし，ムj

]凶 (q三!詰]5'----6 [8"))の散1rJ-1とすると効力は低下する。

2喜楽 lと散布された保護殺議j郊の効 )}(D ィ飢えは 2 自然状態下における織物体ょに付議している薬剤の光，

j払皮ヲ湿度予「日露などによる絞時的Ml'Hと却問ダるものであるが，散布後 l かJ3程度の期間では雨露によ

る流亡消夕、が;たさなj反応のーっと考えられるつ

予王者らは主2 して lお認による j、j義薬剤の流亡mブ、ぷが防ょとする目的で従来使用されてい必疑者糾;ζノ代って

[記者郊1]を1W1ti災放に添Jjll し薬効の長潟持続について検討した。

このような考え方1土絡;訟でj2ßペナこように?諸外闘に例がないわけではないが，いずれも試験の段階にあ

り実Jfj iヒされていないよ'うである。わがふjでは妓j五スチッケ)(...'の商品名で Para伍nW、ax :-;i:-立とした
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スキク主総長有ぷrVj tて間 vよる II (J I ・ ø材、1 ， "波野)

];\1 が泣いノ/rlil 1ゾバ ζ右足ノ1)1] 丹f としてイij' !TJ て才レ:土 [J ?のどし、る υ

ヴ1: j;うる ft/t:!-j免;[1'とレ亡しかも jJi~-(LTjj' H1i びれてし、村ï:YJ :f.;L~い多 !�; ù\h な，ヰi/Y ~) 

If::YいIl?:'?:に/九) I.:-~、サ丸三イ j ~:) 

十紅入 5決必完心のヲ乃必、コ氾 ノ似1付F生i の iい正J山iじ〉山'<孔L 、 C恥MC 空一 r日jsバlは土?市ぷ約正ぷ内:河i川i カか泊 J凡 I日lμ) we印臼 111εr灯1D詰 ;にζ文対、j し ス 干ド品:メ-ft~;烹:fLJ で Uの)1<γ矧パ1ト'1 ぞお校H巴，

山i仏\)来えず， 11ii ノ η怜

CMC, PVA 

アルノj リに均し)怒なマ〉てい行，J)(にほとんどlí';IJ '9'， l'設予り JJ<Jc..弁る日うが~ J[''"{♂えがふ

/L}\I!_である "N' )犯のう弘子、 :)ü[ìが;京もすぐているごとがわかザ〉た。

ることは~~~験記j!_j:.~3) から IJj らかマあるが，与!fýキで溺議後~J"-V1LN-:jO(Jじったヰ加恐い注文b県を

えのあ iHE ;6f1�.;-(f 、と/ズノレがつまりや寸尽く1'1ニ1'0;]'1:刊紙となる。:)のことはft~:/b' ずるらノ??;ら:士

り o 1. 、 O、 2?6添ノで約 1 か)J本間Jγ、ずるの1.' 必要な茶去をそで語る乙った 3 犯去の行司沈没

1戸、.，'、宇 w

一一 f ，，~ 'i i.~ ( 
とがfI!Jレノ
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Ch母mical. Coutrol of the Needle BHght of Sugi 

(Crllptomeria japo財閥 D.Dmのむ制限d by CerCQ8por蝉

sequoiαe E1.1，.酷t Ev闘司 II

Tosh卲 KiI_WASAKr(ヱl， H旦toko NISHl.MURA (2) aml Yoshiyuki ZTNtIO(S) 

8mnmary 

A. tcchnic w乱s developed for the test of the a bi!ity of 乱dhesive power of var卲us st兤ken; 

by artí:fici丘1 ra�s using glass sl�es and “Sugi" seedUngs. The procednres of the t記chnic ;s as 

follows: one cc of Maneb明Dithene M (X 350) solut�!1 containing stickers on glass slid凶 were

dried in room t巴mperature; then they weγe held Oll a ¥vire cagじ at 45" angle and w正うathered

by r忠gnlat記d 乱rtifìc�l rai口 S. “Sugi" seedlings planted � pots which w邑re sprayed w咜h the 

chemical we1'e treated 絜 the sam色 way as glass slides. Residue M.a乱巴h were analysed 1ち7

chemical method (Sp巴ctrophotometric Dete1'mination of Dithìoca1' lコamate).

By this experiment, we found that N.300 (comm邑1'cia1 PVA) w呂日i:h邑!被告t 8工íck日r ， and glass 

sl禔es 咩ere as 1'eli.able a話 "Sugi" seedlings, 

βl. formulation of sp:raying Maneb-Dithene M (x 350 or 400) solution contaIn�l1g spr巴ad巴1's

(Tokl1rino or Gramin) and stickers (PVA, CMC) was tr�d in the nurserﾏes in tlnでe different 

localities (Asakれは， 8aitama and Shimane) fo1' this disease. 

Spraying 5.-~6 times in a year Maneb-Dithene M (x 360 or 400) contai担ing O. 156 N 300 wa6 

111os1: e[fective as wel1 as spraying 10.,, 12 t�es 4--.'[,-1 , 000 Bordeaux mixtuγe. 

11: w印刷rident th呂t thi6 method prolonged the eff巴ctiv己ness of the chemical foτabout 011日

month, 

Received January 12, 1976 
111 (2) (3) Fores1 Protect卲n Division, 



スギぷf，lí'~の薬剤|玲防!と関する研究- II (川崎 ・ 西村 ・ |波野〉 -Plate 1ー

A. 無処理 Control

C. 7 ンネ プダイセン M ( x 350), N-300 0.196添加 6 回散布
Maneb-Dithene M (x350) added 0.196 N-300 6 times 
spraytng 

E. 4-4 式ボルドー 10回散布
4- 4- 1,000 Bordeaux mixture 10 times spraying 




